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【はじめに】有機分子の配列は、有機電界効果型トランジスタ（OFETs）の特性に大きく影響す

る。我々はこれまでに、ラビング処理を施した Polytetrafluoroethylene（PTFE）配向膜を用いて、

ビスアゾメチン色素のジエチルアミノ誘導体 1（Fig.1）の分子配列を制御し、FET のホール移動

度を二桁改善することに成功してきた。誘導体 2（Fig.1）も分子配列を制御することができる化

合物であり、蒸着膜に対して THFと n-pentane の混合溶

媒で蒸気処理を行うと、分子が基板に対して直立する。

今回、我々はキャスト法を用いて誘導体 2の薄膜を作製

し、その配向性と FET特性を検討した。 

【実験】濃度 0.25 mg/mlのクロロホルム溶液を調整した。

溶液をピン止めするためのガラス板の小片をガラス基板

あるいは熱酸化膜付き Si基板に載せ、溶液をキャストした。ガラス基板のサンプルでは様々な溶

媒を用いた蒸気処理を行い、吸収スペクトルを評価した。Si 基板のサンプルには Au 電極を真空

蒸着し、ボトムゲート・トップコンタクト型の FETを作製した。この際、チャネル長 L は 48 m、

チャネル幅W は 4000 m に設計した。また、素子の動作特性は室温及び大気下で測定した。 

【結果】偏光板を用いて作製したキャスト膜を観察

したところ、分子が配向していることが確認された

（Fig.2 inset）。また、蒸気処理を行ったキャスト膜

は蒸着膜と類似した吸収スペクトルの変化を示した。

このことから、キャスト膜においても配向を制御で

きることが分かった。作製した FETの伝達特性を評

価した結果、2.0×10
-3

 cm
2
/Vsのホール移動度が得ら

れた（Fig.2)。これは誘導体 1の配向制御をしていな

い FETを上回る移動度であり、誘導体 2を用いた溶

液プロセスで高性能な FETの開発が期待できる。 

Fig.1 The chemical structure of 1 and 2. 

Et2N

N

CN

NC

N

NEt2

R

R

1 : R = H  

2 : R = O(CH2)11CH3 

Fig.2 Transfer characteristics of FET with 2. 
(inset : Polarization images of a sample.) 
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